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「日本のIVR医における職務満足度と
� 職場環境の影響：横断研究」

1. 論文の要旨
目的：本研究の目的は，日本の IVR医の職務満足度を
測定し，その関連要因を解析することである。
対象と方法：2021年10月から12月に，日本 IVR学会
会員を対象にWebアンケート調査を実施した。職務満
足度，勤務状況および背景情報を収集し，関連15項目
についての主成分分析と職務満足度に影響する因子の
解析を施行した。
結果：対象2,824名のうち901名（31.9％）から有効回答
を得た。職務に「満足」（非常に満足＋やや満足）と回答
した医師は505名（56.0％）であった。主成分分析にて，
職務満足度に関連する3つの主成分が抽出された。職
務満足度と正の関連を示したのは，IVR手技件数が多
いこと，勤務時間に占める IVR業務の割合が高いこと
および第1主成分（臨床・研究・IVR教育環境）であっ
た。一方，第3主成分（給与および労働環境）および「イ
クボス」（部下のワークライフバランスを支援する職場
環境づくりに積極的に取り組む上司）の不在は，職務満
足度の低下と関連していた。
結論：回答者の半数以上が高い職務満足度を示した。
日本の IVR医の職務満足度は，良好な臨床・研究・教
育環境および IVR業務への高い従事割合と正の関連を
示した。一方で，イクボスの不在，IVR以外の業務負担，
時間外労働，給与・労働環境に関する問題は，職務満
足度の低下と関連していた。
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2. 解　説
（1）本研究の経緯
　本研究は，日本 IVR学会ダイバーシティ&インクルー
ジョン・ワーキンググループ（D&I WG，現D&I委員会）
の活動の一環として企画されました。
　2019年，第48回日本 IVR学会総会（会長：興梠征典
先生）において，学会初の「Women in IR」セッション
が開催されました。当時の理事長であった吉川公彦先
生も登壇され，女性 IVR医の勤務環境改善や IVR医の
実態調査の実施方針が示されました。これを機に，三
村秀文先生を委員長としてWGが発足しました。
　WGの最初の活動として女性 IVR医を対象としたア
ンケート調査を行い，CIRSEの調査結果との比較を実
施しました。さらに，IVR医としてのやりがいや満足
感といったポジティブな側面も評価すること，男女を
問わず日本の IVR医全体を対象とすることが重要との
共通認識に至り，本調査を計画しました。
　私自身は，日本放射線科専門医会・医会（JCR）と日
本医学放射線学会（JRS）の協働で実施した「放射線科
医の動向に関する調査研究2008」に携わった経験があ
ります。放射線科医全体の職務満足度は67.7％でした
が，IVR医の満足度も70％と高く，IVRの魅力が数字
として示されたことを印象深く覚えています。
　また，東京大学の康永秀生先生には，JCR/JRS研究
でご指導いただいたご縁をもとに，本研究でも中心的
な役割を果たしていただきました。現在進行中の産科
出血 IVRに関する調査研究でも引き続きご尽力いただ
いており，この場を借りて深く感謝申し上げます。

（2）調査結果から見えてきたこと
　IVR医の職務満足度56.0％という結果を高いとみる
か低いとみるかは意見が分かれるかもしれません。調
査方法が異なるため単純比較はできませんが，2008年
のデータと比べると低く，職務満足度向上に向けた取
り組みの重要性を改めて感じました。
　本研究で，職務満足度と最も強く関連していたのは
「臨床・研究・教育環境」に関する因子でした。IVR医
は単に手技を行うだけではなく，新しい技術への挑戦，
研究活動，教育を通じて成長したいという意欲を強く
持っていることが示唆されました。仕事のやりがいは，
やはり職務満足度の根幹をなすものと言えるでしょう。
また，IVR業務への従事割合や手技件数が多いほど職
務満足度が高いことも興味深い結果でした。自らの専
門性を発揮できる環境が満足度につながることを示し
ていると考えられます。
　一方，「イクボス」の存在が職務満足度と関連してい
たことも重要な知見でした。若手や子育て世代を支援
しながら組織を成長させるリーダーの存在は，今後ま
すます重要になるでしょう。さらに，給与や労働環境
も独立した関連因子として抽出されました。やりがい
や使命感も重要ですが，適切な評価や待遇が伴わなけ
れば職務満足度は維持できません。当たり前のことで
はありますが，それをデータとして示せた意義は大き
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いと思います。
　職務満足度の向上は，個人の幸福だけでなく，IVR
という専門領域の発展に直結すると考えられます。働
きやすく，やりがいのある環境は，リクルートや離職
防止につながり，結果として IVRの発展を支えます。
本研究の結果が，各施設における人材育成や職場環境
改善の参考になることを願っております。
　最後に，本研究にご尽力いただいたD&I WG（現D&I
委員会）委員の先生方に心より御礼申し上げます。ま
た，ご多忙の中アンケート調査にご協力いただいた
会員の皆様，本研究を評価いただいた Interventional 
Radiology編集委員会にも深く感謝申し上げます。
　私は2026年から2028年まで日本 IVR学会理事長を務
めることとなりました。学会として，IVR医がより働
きやすく，より成長できる環境づくりを進めるととも
に，多様な人材が活躍し，若い世代が明るい未来を思
い描ける IVRの実現を目指していきたいと思います。
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